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平成２９年度　第２回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成2９年７月27日（木）18:00～19:30
場　所
：大阪府公館
出席者　：委員）大石会長・阿部委員・綾委員・柴田委員・多田委員・田中委員・鶴田委員・馬場委員　
計８名（欠席：弘本委員）

専門委員）小山委員・松井委員　計２名

大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会 会長）養父教授

まとめ

概　要　：〔以下、○出席者　●事務局〕
(1) 安威川ダム建設事業の事業評価について
○「車作ビオトープ愛好会」での参加者は何名程度か。今後活動を維持していくためには、参加者を増やしていくことが重要と考えられるが、どのように取組んでいくのか。
●現在は15名程度。安威川ダムファンづくりなどのネットワークも使いながら、学生にも声をかけ参加者を増やす取組みをしていく。ファンづくりの一環で昨年実施したビオトープで作ったもち米による餅つきイベントでは80人程度に参加いただいた。このような場を活用して環境教育にもつなげていきたい。
○ビオトープの目標をどのように考え、結果はどうであったのか。評価軸はどのように考えているのか。
●ビオトープの目標は、工事により消失する貴重種の生息環境を維持することであり、あくまで生息種のレベルで維持できているかどうかを確認し、生息環境を維持できていると評価している。具体的な評価軸については、今後の検討課題である。
○法面緑化について、確認されているヨモギ、メドハギはよく緑化工法で用いられる種で在来種ではあるが、従前より周辺に生育していた種かどうなのか。
●法面の生育種については、具体的な調査ができていない状況であるので、今後詳しいデータを収集し、周辺の種と法面に生育している種について比較し、評価していきたい。
○大岩川では、付替えに伴い安威川合流前で大きな落差工があり連続性が確保されないが、生物の保全対策はどのように考えているのか。
●落差工より上流部では、緩傾斜護岸や土が溜まる構造とすることで現地の生物の保全対策を実施している。落差工より下流部へ流されると戻ることができない構造なので、落差工より上流部で保全対策を完結させたい考えである。

○ダムの湛水域におけるアジメドジョウの生息について、ダム建設による影響の評価やその対策について、どのように考えているのか。
●他ダムの事例では、ダム湛水域においても生息が確認される事例を確認しているが、影響の評価や対策については、今後の検討課題と考えている。
○他ダムの事例を調べる際には、ダム完成後の生息状況だけでなく、ダム建設前の生息状況と合わせて分析することが必要である。
○魚類のモニタリング結果を見ると、2010年から個体数が減少しているようだが、どのような評価を実施しているのか。
●産卵に石礫を利用する種や砂底に生息する種が経年的に確認されていることから、ある程度河床環境が維持されていると評価している。

○個体数の減少については、安威川ダム建設工事だけでなく、調査地点より上流部で実施されている、新名神建設工事や彩都東部地区の開発などの影響も含まれているものと考えられる。
○他事業の影響の可能性も考えられるのであれば、それぞれの事業や対策の内容について調整を図りながら取組むことが重要。
●定期的に民間工事も含めた事業者間で連絡調整会議を設けており、その場でそれぞれの事業や対策内容について調整・共有を図りながら取組んでいる。
○ダム湖の将来の利活用を考えると、ダム湖へ流入する濁水対策が必要と考えられるが、現在の取組みや今後の見通しなどはいかがか。
●ダム本体工事の請負者の技術提案により、ダムサイト上流の採石場からの濁水対策として濁水プラントの設置、防塵ネットの設置、洗車設備の設置を実施している。また、茨木市や京都府と合同で安威川沿川採石場行政連絡会議を設置し、各所管法令に基づく対策を連携して実施している。ダムでの対策としては濁水防止フェンスを設置することとしている。

○様々な取組みの中で人が集まる機会を活用し、ダムの治水効果の説明に加えて防災教育の場とできるように取組んでほしい
○彩都の開発などもあり、オオタカの生息環境をダム事業の対策だけで保全していくことは難しいと思うが、どのように考えているか。
●営巣場所を移しながらも、過年度より経年的にダム周辺での地域個体群が維持されていることをモニタリングにより確認している。ダム事業においても生息環境が維持できるよう目指していきたい。
○曝気装置の運用についてシミュレーション結果では、6月頃は曝気装置がある場合の方が、深層部のDOが低くなっているがその原因は。
●シミュレーション結果のデータの内容などを確認し、改めて説明する。
○環境保全対策は継続的なモニタリングを行い、法面の緑化等、引き続きPDCAで評価していくことが重要であるので、「大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会」においても、継続的なモニタリング及び順応的な管理を大阪府に求めていきたい。
○本日までの審議により、安威川ダム建設事業の必要性、事業の進捗の見込み、コスト縮減や代替案立案の可能性、前回評価時の委員会意見と府の対応などの観点から「対応方針（原案）」について、大きな異論がないことを確認できたと考える。次回は、今回出た意見への補足説明や府民意見募集の結果について審議し、審議会の答申に向けてとりまとめていく。
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